
 

 

報道関係各位                                          11 月１０日 

                                                      企画広報課 

学生がつなぐ「想いのプレゼント」 

                    岡山理科大学発 ギビングツリー・プロジェクト 

 

 アメリカを中心にクリスマスシーズンの慈善活動として広く知られている「ギビングツリー（Giving 

Tree）」。子どもたちが、欲しいプレゼントや名前、年齢などを書いた短冊をツリーに飾り、寄付者がそれを

選んでプレゼントを用意するという、心温まる活動です。    （資料を添付） 

  

この活動に、岡山理科大学経営学部の学生たちが取り組んでいます。地域社会の課題解決に取り組む

「イノベーションラボ」の学生たち 6 人＝写真＝が中心となり、岡山市内の会社社長、西村雄祐さんが 15

年前から続けている「あなたもサンタに！」活動と連携して実施します。西村さんはクラウドファンディング

で集めた資金をもとに岡山、鳥取、島根 3 県の児童養護施設で暮らす子どもたちにクリスマスプレゼント

を贈る活動を続けています。学生たちはその一端を担う形で、ギビングツリーを展開します。 

 

 今回、岡山・倉敷両市内の大型商業施設にそれぞれ 1 本ずつ、計 5 本のクリスマスツリーを設置。1 本に

つき 20 枚の短冊を飾り、合計 100 個のプレゼントを用意する予定です。短冊には子どもの名前、年齢、

希望するプレゼントのほか「頑張っていること」などを一言添えてもらいます。購入金額の目安も記載し、寄

付者が選びやすいよう工夫しています。 

 ツリーのそばには受付を設け、活動の趣旨、寄付

の仕方などを紹介。学生たちは地域の方々と協力

しながら、「想いのプレゼント」を通じて、子どもたち

に笑顔を届けます。 

 リーダーの室田澪さん（経営学科 3 年）は「この

活動を通して、地域に誰かのために行動する、助け

合いの精神が根付くきっかけになれば嬉しいで

す。1 人でも多くの子どもたちにプレゼントを届けら

れるよう、心を込めて取り組みます！」と話してい

ます。 
 

■今後の予定 

11 月 21日(金) 施設の子どもたちの欲しいものを確認・リスト化 

11 月 25日(火) ギビングツリーの設置 

12月 16日(火) ツリーの撤収 

12月 24日(水) 子どもたちへプレゼントを届ける 

本資料のお問い合わせ先： 

岡山理科大学・経営学部教授 内田誠（m-uchida@ous.ac.jp 086-256-9729） 
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基本的な仕組み 

Giving Tree は、クリスマスツリーに短冊を飾り、それぞれが困っている子どもた

ちへの寄付リクエストを表すシステムです。寄付者は好きな短冊を選んで、そこに書

かれた子どもの年齢や性別、欲しい物に基づいて具体的なプレゼントを用意します。 

 

歴史と発展 

この取り組みは 1990 年頃から始まり、困窮家庭の子どもたちにクリスマスプレゼ

ントを届ける活動として発展してきました。現在では全米各地の学校、職場、地域団

体、宗教施設などで実施されています。 

 

2 / 5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代的な実施方法 

伝統的な物理的なツリーだけでなく、現代では以下のような形態も見られます 

 

バーチャル Giving Tree: オンラインプラットフォームで寄付リクエストを管理 

ミトンツリー: 冬用の手袋や帽子などの防寒具を集める特別版 

体験ギフト: 物だけでなく、子どもたちへの体験や外出の資金を提供 

文化的意義 

Giving Tree は単なる慈善活動を超えて、アメリカのクリスマス文化に深く根ざ

した伝統となっています。家族や地域コミュニティが一体となって困っている

人々を支援する精神を体現し、特に子どもたちに「与える喜び」を教える教育的

な側面も持っています。 

多くの組織が地域の支援を必要とする子どもたちからクリスマスの願い事リス

トを収集し、寄付者がその中から選んでプレゼントを提供する仕組みにより、具

体的で意味のある支援が可能になっています。 

この活動は、シェル・シルヴァスタインの名著『おおきな木』（The Giving Tree）

の精神とも重なり、無条件の愛と寛大さの象徴として多くの人に愛され続けてい

ます。 

現代的な発展 

デジタル化により、物理的な境界を越えた支援が可能になり、コロナ禍を経てオ

ンラインプラットフォームでの参加が急激に増加しました。現在では、アメリカ発

祥のこの文化が世界各地で独自の発展を遂げ、真にグローバルな慈善文化として定

着しています。 

この規模感は、単なる慈善活動を超えて、現代社会における「共助」の象徴的な

仕組みとして機能していることを示しています。 
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私たちのアプローチ 

私たちのチームでは、この活動を岡山で実施するにあたり、以下のようにプラン

を立てています。 

・地域の商業施設にギビングツリーを設置させてもらい、プレゼントを寄付して

いただく 

・集めたプレゼントは、クラウドファンディングで養護施設にクリスマスプレゼ

ントをしている西村さんに協力いただき、施設へ届ける 
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